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印刷松浦印刷所

　

8月の人口の動き

出生男28女18計46
死亡・・z知1知28
転入川52川51／／283
転出ぺ5シ176べ334

　

世帯数9．391

　

人□45．021
男21．633女23．388

筒徳中学校の屋内体操場完成

　

尚徳中学校の屋内体操場の新築は、

昨年11月に総工費2干56C円で着工以来

工事が急がれていましたが、このほど

市内の小中学校で一番大きい鉄筋鉄骨

建ての体操場として完成し、目下寄宿

舎の建設が行われています。11月末に

は市内唯一を誇る統合中学校としてお

目見えします。

　

同体操場は横20n、縦40n、高さ8

xで、前方正面にステージが設けられ

地下は物置きとなっております。天じ

ようは音響防止装置が施され、照明に

は螢光灯30ワット94個が取り付けられ

て夜間競技が十分できる市内では最も

充実した施設です。

　

いま建設中の寄宿舎は、工費1＝F50

万円で木造2階建延べ825＾2で、16．5

ttlIの部屋】2室と食堂、浴場などがお

もなものです。

　

この学校の新設工事は、さる35年に

総工費1億1＝T1300万円で着工したもの

で、これまでに鉄筋2階建2棟と屋内体

操場が完成し、H月末には、給食施設

を除く全工事が完成することになって

います。

　

（写真は完成した屋内体操場の外容と

内部）

完成した馬橋

スマートな鉄筋製

　

市道森本、八町、柿ヶ島にかかる馬

橋のかけ替え工事がこのほど完成しま

した。この橋は柿ヶ島部落に通ずる唯

一の橋で、これまでの木橋が老朽した

ので、さる6月に総工費215万円で長さ

22．5？＾、幅3●6xの鉄筋コンクリート

橋として着工したものです。

　

（写真は完成した馬橋）

住宅統計調査
実施について

　

5年に1回行なわれる住宅調査を10

月1日現在で実施することになりまし

た。

　

この調査は住宅の分布、所有、使用

状況などが現在どのような状熊になっ

ているか、またどのように変わってき

ているかを明らかにして、住宅関係の

諸施策の指針となる統計をつくること

を目的としています。

　

近く調査員がお伺いしますからご協

力をお願いします。市の人事
（9月1日）

教育委貝会へ出向

　　　　　　　

笹島積（保険衛生課）

保険衛生課勤務を命ずる

　　　　　　　

花山長右ヱ門（農務課）

農務課勤務を命ずる

　　　　　　　　

松田茂男（税務課）

林務課勤務を命ずる

　　　　　　　　

石塚信正（建設課）

建設課勤務を命ずる

　　　　　　　　

笹川亮一（林務課）

福イl事務所勤務を命ずる

　　　　　　　　

森亮祐（総務課）

　

（祈採用）

工事哺を命ずる

税務諒勤務を命ずる

　　　　　　　　　　　　

井部寛之

電話交換手を命ずる

総務課勤務を命ずる

　　　　　　　　　　　　

松田幸枝

1人当たり3千534円

37年度の国保医療費

　

国民健康保険の統計によりますと、

昨年度の当市の被保険者数は2万8千30

5名で、加入率は62．3％、国保で支払

った医療費は4干994万円。これは前年

度に比べて485万円の増で1人当たり平

均1千757円。これに対して保険税負担

は1千〇〇4円となっています。全体的に

みた場合1人平均差引き753円が国保制

度の恩恵を受けたことになります。

　

年間1人当たり受診回数は3．32回で

前年より0．05回下回っでいますが、医

療費が上がっているのは、56年7月に

歯科補てんの医療給付の制限がなくな

っだのと、7引2月の2回の医療費の引

き上げによるものと思われます。病類

別では前年と大差がなく歯科、呼吸器

系（かぜひき）消化器系（胃腸病）、循還

器系（心臓関係）、精神・神経系疾患の

順となっています。

　

前年度と変わった点は、入院以外の

患者で市外の医療機関を利用される方

が非常にふえて（6千150件）約2倍にな

っており支払額も全体の約3割を占

めています。

　

以上が大体のあらましですが、これ

によりますと被保険者1人当たりの年

間医療費は個人負担を合わせて平均3

千534円となっています。市ではこれ

らの医療費をより少なくしようと、保

健活動に力を注ぎ各地区、部落に推進

委員を設けて保健衛生全般にわたる各

自の自覚と保健意識の向上をはかるこ

とになっています。
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相撲、剣道に優勝
第15回県体、当市を中心に展開

　

第15回県民体育大会は、さ

る24日から5日間、大野、勝

山両市を中心に福井、三国の

3市1町18会場で県下各郡市の

一般・中学…高校の選手約2千

人が参加し、陸上、水泳、相

撲など25種目にわたつて県ス

ポーツ界の総力を結集し、は

なばなしい競技が展開されま

した。

　

当市では、水泳、相撲、卓球、剣道

ソフトボール、レスリングの6種目が

行なわれました。水泳競技は有終中学

校プール（25m短水路）で行なわれ、中

学校男子loom背泳で1分19秒8他5つ、

中学女子100a自由形で1分22秒7他5つ

高校男子20077z・平泳で2分57秒など13の

優秀記録（未公認大会新記録）が出て観

衆を熱狂させました。

　

総合得点では福井が179．5点で1位、

大野市は105．25点で5位となりました

が、種目別では、相撲、剣道がそれぞ

れ総合優勝の栄冠をがち得ました。有

中の久司君、大高の帰山君、一一般で岩

淵君の相撲個人優勝や、下庄中学校の

体操競技総合優勝なども当市の面目を

ほどこした記録です。

　

5年後に本県に招致予定の国体に備

えて、この3日間を通じての熱戦で

当市のスポーツ振興に試練を心だこと

は大きい収穫でした。

　

（写真は左優勝した相撲一般、右上開

会式、右下水泳スタートの一瞬）

申し込み9月10日まで

「畜産経営拡充資金」

　

こんど新しく畜産経営拡大資金の貸

し付け制度ができ、乳牛…肉牛の飼養

規模を人きくしようとする農家に長期

間低利で融資されます。

　

融資を望まれる方は9月10日までに

各農協か農務課へ申し出てください。

貸し付けについては

①、対象者

　

農業を営む個人または法人に対して

　

つぎの要領で貸しつけられます。

イ、酪農の場合乳牛6～8頭を飼養し

　

65％以上が自給飼料であること。

ロ、肉用牛の場合飼養頭数8～12頭

　

で75％以上が自給飼料であること。

②乳牛、肉用牛の購入費と、畜舎、堆

　

肥舎、サイロ、農機具、牧さく、家畜

　

用水施設その他の施設費の8割以内

3貸し付け限度額

　

酪農個人250万円法人1千万円

　

肉用牛・z200万円〃800万円

　

ただし貸し付けは1年日に4割、2年・

　

3年目は3割の3か年分割貸し付け

①利率と返済方法

　

利率年6分（ただし据え置き期間は

　　　　

5分5厘）

　

返済3年据え置きの12年均等償還

食中毒を防ぎましょう

　

昨年の食中毒は3万8千人もあり、そ

のうちの167人が死んでいます。これ

らの食中毒の約60らは家庭で起きてい

ます。食中の磁から身を守るために次の

ことがらに注意しましよう。

　

①台所はいつも清潔に

　

食器類はよく洗い、タナなども月に

1～2回は清掃する。できれば換気装置

をする。

　

②食べ物はなるべく火を通す

　

なま物やなま水は避ける。井戸水は

保健所で水質検査を受ける。

　

③手洗いの励行

　

指先の傷口や爪のアカには意外なほ

どパイキンがいる。調理時や食前には

よく指先を洗う。

　

す冷蔵庫は殺菌庫でない

　

冷蔵庫内は5°C以下に保ち、なまの

物は包んで入れるようにする。余った

食べ物は、もったいないといわずに、

なるべく捨てるように心がける。

　

⑤かんずめ、加工食品の過信も禁物

　

なま物は新しい物を、加工品も製造

月日や品質を見て求める。

　

⑥汚物の処理を完全に

　

ハエやゴキブリの発生を防ぐため野

菜くずなどを放置せず、殺菌、殺虫剤

をときどきまく。下水路の清掃も忘れ

すに。

　

次に毎日食膳に上がる食べ物の中で

魚にっいでの注意を聞いてみました。

　

〔魚市場の方の話〕魚の中心症状は

その人の体質や魚のいた場所などによ

り一概にいえませんが、アジ’、サバ、

シイラなどいわゆる青い魚に、フグ、

イカ、タコがとくに中毒にかかりやす

く、またなまエビ、赤エビも11月ごろ

までの生食は禁物。なま魚や料理は、

なるべく食べる直前に調達し、入念に

火を通して食べるようおすすめします

ご試食をどうぞ

量より質の″特選米。

　

近年米の消費も量より質がよろこ

ばれるので、政府は、昨年12月から

配給米に特選米制度をもうけて、皆

さんのご要望に応じています。どこ

の米屋でも取り扱つていますからご

試食をどうぞ。

　

これは、玄米の1、2等を普通米よ

り白くつき、粒がそろつてぬか切れ

も良いので、カマぶえがします。ま

た、梅雨時や夏などにいたみが少な

く、価格は10キロ当たり955円で、普

通米の60円高です。
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特別老人ホーム完成

　

このほど和光園（上篠座）の西側に

65才以上で老衰、病弱、身体障害者な

どの、日常生活に常時、看護を必要と

する老人を収容する特別養護老人ホー

ムの建設が土肥了介氏等により進めら

れています。

　

この施設は鉄筋ブロック平屋建、一

部2階建の延べ1＝F26平方メートルで、

病棟、管理棟、医務室、調理室などが

あり、冷暖房設備もあるという完備さ

れたもので、収容能力は70人となって

おります。

　

総工費は3千275万円で、郵政省のお

年玉年賀ハガキから2千万円と、県補

助、借入金、自己負担金、その他の助

成金などあわせて1〒275万円があてら

れるそうです。工事は9月いっぱいに

完成し10月1日に事業開始の予定です

　

（写真は完成近い特別老人ホーム）

道路の見通しを安全に

なくしよう道路わきのハサ

　

交通の激しい道路沿いにハサを立て

る場合は、左右の見通しを妨げること

のないよう次の図のとおり道端から離

してください。絶対に交通事故誘発の

原因とならないよう十分注意してくだ

さい。守らないと取り除きを命ぜられ

たり、場合によっては、処罰を受けま

す。

地
元
産
業
の
労
働
力

は
地
元
で
補
充
を
‐
は
I

　

市
の
重
要
産
業
で
あ
る
繊
維
産
業
は
い
う

ま
で
も
な
く
、
そ
の
他
の
事
業
に
お
い
て
も

近
年
著
し
い
施
設
設
備
の
近
代
化
、
運
営
の

合
理
化
に
よ
る
労
働
条
件
や
福
利
厚
生
施
設

の
改
善
な
ど
で
県
外
の
大
企
業
へ
若
い
労
働

力
が
集
中
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
私
達
市
民
生
活
の
向
上
の
た
め
に
は

地
元
産
業
の
発
展
が
大
き
な
要
囚
で
す
が
、

そ
れ
に
は
労
働
力
の
確
保
と
い
う
こ
と
が
第

一
条
件
で
す
。

半
数
以
上
が
県
外
へ

　

今
春
の
中
学
卒
業
者
の
就
職
状
況
に
よ
り

ま
す
と
、
女
子
就
職
者
総
数
の
三
八
●
七
％

の
一
六
八
名
が
県
外
に
出
て
い
ま
す
。

　

今
春
の
大
野
職
安
管
内
事
業
所
の
女
子
中

学
卒
業
者
の
求
人
総
数
は
I
、
六
〇
〇
名
、

こ
れ
に
対
し
地
元
か
ら
二
五
〇
名
と
県
外
か

ら
受
け
入
れ
た
二
〇
〇
名
、
計
四
五
〇
名
ほ

ど
が
就
職
し
た
に
過
ぎ
ず
、
先
の
一
六
八
名

が
管
内
で
就
職
し
た
と
す
れ
ば
大
助
か
り
な

の
で
す
が
人
手
不
足
の
折
、
甚
だ
残
念
で
す

　

職
業
選
択
の
「
自
由
」
は
職
安
法
で
定
め

ら
れ
て
お
り
、
安
定
所
と
し
ま
し
て
も
強
制

的
に
就
職
の
あ
つ
旋
を
す
る
よ
う
な
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

　

昭
和
三
九
年
の
当
所
管
内
中
卒
者
数
は
約

二
、
七
〇
〇
名
で
あ
り
、
こ
の
年
を
最
高
に

昭
和
四
〇
年
か
ら
は
年
々
減
少
し
て
、
昭
和

四
五
年
に
は
I
、
六
〇
〇
名
、
そ
の
う
ち
就

職
希
望
者
数
は
約
五
〇
〇
名
（
女
子
二
五
〇

名
）
に
な
る
も
の
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
が
県
外
に
流
れ
る
と
す
れ
ば
、
地
元
産

業
の
労
働
力
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
は
当
市
産
業
に
と
つ
て
大
き
な
問
題
だ

と
思
い
ま
す
。

地
元
産
業
に
就
職
を

　

こ
こ
で
県
外
就
職
希
望
の
皆
さ
ん
に
強
く

望
み
だ
い
こ
と
は
、
地
元
の
労
働
力
資
源
は

是
非
と
も
地
元
産
業
に
充
足
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
、
大
切
な
お
子
さ
ん
の
一

生
を
左
右
す
る
職
場
を
県
内
に
す
る
か
、
県

外
に
す
る
か
は
非
常
に
定
め
が
た
い
こ
と
で

し
ょ
う
が
、
子
孫
繁
栄
百
年
の
大
計
は
ま
ず

地
元
か
ら
と
い
う
こ
と
に
思
い
を
い
た
さ
れ

ま
し
て
、
職
場
決
定
に
深
い
ご
配
慮
を
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
ま
し
た
「
労
働

力
の
確
保
」
に
つ
い
て
の
要
望
は
主
と
し
て

「
女
子
中
卒
者
」
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
る

こ
と
を
申
し
そ
え
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

（
大
野
職
業
安
定
所
）

豊
か
な
郷
土
建
設
に

簡
易
保
険
の
資
金
も
一
助

　

加
入
者
の
皆
さ
ん
か
ら
の
保
険
金
（
簡
易

生
命
保
険
）
は
政
府
資
金
と
し
て
、
地
方
自

治
体
へ
低
利
で
貸
し
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

当
市
で
も
、
学
校
、
道
路
、
水
道
、
災
害

復
旧
工
事
な
ど
、
公
共
事
業
の
建
設
の
た
め

現
在
約
一
億
二
千
万
円
の
お
金
を
借
り
受
け

て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
地
方
融
資
の
財
源
確
保
の
た
め

郵
便
局
で
は
九
月
か
ら
大
々
的
に
簡
易
保
険

の
新
加
入
運
動
を
行
な
い
ま
す
。
近
日
局
員

が
皆
さ
ま
の
家
庭
や
職
場
を
訪
問
し
ま
す
か

ら
一
家
こ
ぞ
っ
て
ご
加
人
を
お
願
い
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
大
野
郵
便
局
）
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鸚駈鏃珊珊靉」

＜］どんな準備が必要か［〉

①選手の強化をはからねばならない。

　

全国から集まった若人を相手にして

本県選手の競技成績が奮わないので

は大会が盛り上がりません。是が非で

も堂々と競技のできるだけの実力をも

っだ選手をみんなで育てあげたいもの

です。このためには県民の総力をあげ

て桔神的にも財政的にも援助しなけれ

ばなりません。「みんなの力ですぐれ

た選手を育てよう」を合言葉に、一層

スポーツ振興に励み、広い基盤の上に

立って、みんなの協力で国体選手を育

てましよう。

②競技施設を整備しなければならない

　

福井国体は34種目が65会場で行なわ

れる予定です。このうち42会場は既設

のものを整備して使いますが、残りの

23会場は新設しなければなりません。

施設には基準が定められていますので

これに合致するように新設したり整備

したりしなければならないわけです。

③宿泊、輸送、環境の美化

　

全国から集まる人々に福井県という

土地がらや、人情についてもよい印象

を与えることは、本県の将来のために

も非常に大切なことです。そのために

宿泊施設を整えることや、選手の輸送

を円滑にすること、公衆道徳を高め、

環境を美しくしておくことなどが大切

です。

レントゲン撮影
9月9日 9時～3時30分大野保健所

16日 9時30分～正午曙製材所前

1時～4時下庄公民館

17日

〃

Z芦

9時～11時小山・・

1時～2時乾側・・・

2時30分～4時庄林分校

18日

Z／

Z／

9時～10時30分下椎野

11時～12時30分　　　　　

中陣中村為宅前

1時30分～4時富田小学校

19日

Z／

〃

〃

9時30分～10時3C分　　　　　　　　

木ノ本分校

11時～12時五条方分校

1時～2時30分上庄公民館

3時～4時中刻板橋充宅前

23日

〃

Z／

9時～11時石どうろ二番角

11時～12時30分大野貨物前

1時30分～4時山王児童公園

26日

Z芦

ft

9時～10時30分和光園

11時～12時篠座神社

1時～4時大野貨物前

百日セキ
ジフテリア 予防接種

9月16日　　

／／　　

Z「

1時～1時30分 乾側公民館

2時～2時30分 小山・y

1時～2時 大野〃

17日 〃 五箇〃

摩゛ 下庄4・

18日 〃 大野／／

〃 上庄〃

19日 〃 大野〃

Z／ 阪谷〃

20日 〃 大野z「

〃 富田z『

該当者は昭和36年5月1日～同38年4月

50日までに生まれた乳幼児

あほなこっちや／

　　　

「日米対抗水泳」

お｀ゝ衰泳日本川

　　　　

一プールサイドよりー

アホナコッチャ．／

福祉大会で感じたこと

声

　

大野市社会福祉大会がさ

る8月27日、大野市と大野

市社会福祉協議会共催のも

とに、社会福祉関係者一同

が参加し、城東会館で開かれました。

゛明るい社会の礎に4というテーマ

のもとに終始、真剣に″青少年に対す

る諸問題。、″母子福祉の問題。、ある

いは″精薄児、身体障害者に対する福

祉の問題。などの研究発表があり、あ

らためて社会福祉の重要性を痛感させ

られ、有意義であったと、一市民とし

て喜んでいる次第です。聞くところに

よると、今後は毎年、この大会が開か

れる予定だそうですが、是非ともそう

あってほしいと思います。

　

さて、大会を省みて、有意義な中に

もいま少しこうあってほしかったと思

う愚見を列記してみたいと思います。

①意見発表者に十分な時間を与えるこ

　

と（ただしある程度の時間の制限は

　

必要）

2発表意見は取捨選択すること、大会

　

にふさわしくない意見もあったよう

　

に思われます。

3分科会をもって、各項目ごとに質疑

　

応答などデスカッションを行なって

　

ほしかっだ。せっかくの大会ですか

　

ら午前中から始めれば、時間ぎれの

　

ために意見者の尻をつっくというよ

　

うなこともなくすむと思います。

4意見発表中にはなるべく坐を立たな

　

いこと、（参加者におねがい）

以上4点ですが、今後の大会の時に考

慮していただければ幸いと存じます。

なお最後に、この大会の諸準備に当た

られた方々のご労苦に対し心からお礼

を申しあげます。

　　　　　　　　　

（一参加者より）

／IL見賓島

▼
市
民
待
望
の
県
体
も

思
い
出
の
こ
の
夏
と
共

に
去
っ
た
。
二
十
四
日

～
二
十
六
日
の
三
日
間

は
、
初
日
の
大
雨
に
出

く
わ
し
て
花
々
し
い
開
会
の
式
典
は
流
れ
て

し
ま
っ
た
。
各
小
学
校
児
童
の
大
編
成
の
鼓

笛
隊
、
大
高
女
生
徒
の
マ
ス
●
ゲ
ー
ム
、
婦

人
会
の
踊
り
な
ど
盛
り
沢
山
な
前
奏
曲
は
月

余
の
練
習
の
甲
斐
も
な
く
消
え
た
こ
と
は
ま

こ
と
に
残
念
で
あ
っ
だ
。
そ
れ
に
も
か
ｙ

ら
ず
大
会
宣
言
は
当
市
有
終
中
学
講
堂
に
お

い
て
力
強
く
告
げ
ら
れ
、
各
種
競
技
の
火
ぶ

た
は
切
ら
れ
た
。
？
遠
来
の
選
手
団
、
役
員

の
受
け
入
れ
も
旅
館
組
合
の
誠
意
に
よ
っ
て

っ
っ
が
な
く
終
え
ら
れ
た
こ
と
は
、
先
に
県

に
一
部
問
題
が
あ
っ
た
故
に
な
お
さ
ら
光
っ

て
い
た
。
？
各
種
競
技
会
場
の
設
定
に
は
各

種
団
体
の
協
力
が
得
ら
れ
て
曲
り
な
り
に
も

終
了
出
来
た
こ
と
は
喜
ば
し
い
限
り
で
あ
る

▼
し
か
し
そ
の
反
面
、
反
省
す
べ
き
余
地
も

多
々
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。
競
技
会
場
へ

の
選
手
輸
送
、
意
を
尽
く
し
た
歓
迎
の
気
持

ち
も
こ
れ
が
全
市
民
に
高
く
盛
り
上
が
っ
た

か
否
か
。
？
例
え
ば
市
商
店
街
の
歓
迎
ビ
ラ

の
軒
並
み
に
か
か
げ
る
位
い
の
配
慮
や
、
す

べ
て
の
企
画
を
一
部
の
当
事
者
に
負
わ
せ
す

ぎ
た
き
ら
い
や
、
体
協
各
分
野
へ
の
横
、
縦

の
連
絡
不
十
分
等
々
挙
げ
れ
ば
き
り
が
な
い

が
そ
の
中
で
も
全
く
献
身
的
な
協
カ
を
さ
れ

た
方
々
の
美
し
い
姿
が
多
く
あ
っ
た
こ
と
も

特
記
し
た
い
。
▼
た
だ
、
五
年
後
福
井
に
国

体
を
招
く
時
に
当
市
と
し
て
の
受
け
入
れ
、

あ
る
い
は
選
手
強
化
の
準
備
、
心
構
え
に
、

百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
の
大
収
獲
を
得
た
こ

と
は
何
よ
り
で
あ
っ
た
。
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これは市の財政がどのように運営さ

れているか、皆さんの税金がどのよう

に咬われたか、その内容を知っていた

だくために公表するものです。

人□45．053人

世帯数9．380

面積343．56A；7／f

昭和37年度の決算（普通会計）

歳人総額7億7千187万3千円

歳出総額7億6千969万3千円

差引218万円黒字

決算のあらまし

　

政府の経済高度成長施策によって生

活水準の向上、経済の発展はめざまし

く、これに即応して環境衛生施設、文

教施設、追路等産業関連施設の整備が

必要とされております。

　

市としてもこれら施設の整備拡充に

重点を置き積極的に推進を図っていま

す。このため財政規模は年々増人し、

57年度においては市以来の超大型戸算

となりました。財政規模の増大は行政

水準の向上とつながるものであります

が、一方財源はこれに併行してふえる

ものではなく、財政運営はかなり困難

となってきております。

　

幸い37年度決算におきましては市税

をはじめ事業に対する起債、特別交付

税等の確保により当初計画が遂行せら

れるとともに、黒字決算をみることが

できましたことは、皆さんのご理解あ

る協力の賜ものであり、心からお礼申

しあげます。なお決算の慨要は次のと

おりです。

1。歳入について

　

市の財政構造は白土財源（市

で調達した財源）2億2丁・357万円

十方依州廿源（田や県からの補

助金及び起債）は5億4千830万

円で全体の比率は自主財源33％

依存財源67らとなっております

依ぴ財源は国や県からもらって

くる金ですから地方にとっては

よろこばしいことですが、自分

の金でないから不確定であり、

使途も限定されます。

　

とくに当市のごとく67％が依

存財源ということは極めて苦し

い財政運営であります。

2。歳出について

　

昭和37年度の重点施策事項はよ災害

開口の早期完成②庁舎、し尿処理場、

尚徳巾学校等経続事業の完成、ず九頭竜

水系の電源開発事業の促進士第2次建

設計画の実現であり、この堪本計画に

基づいての実施状況は別表のとおりで

あります。

目的別にみた決算状況
a7年度考通j｀計j

目的別にみた普通会計決算状況（単位千円）

歳入 歳出

科目 決算額 糾目
　　＝－㎜㎜㎜決算拍

市税
－－－－－－－213．808

議会費
　　－－＝＝－＝・■－

こ10．596

地方交付税 112．258市役所費
　－－－‥－一一・176．386

財産収入
　－a－－i－－3．021－－－‥消防費 　←－㎜－W－－．皿．‘15

．883

分担金負担金 1．205土木費 　　’ミ’〃－－－ミ－←－：120．595

　使用料手数料
　　5．540

　　　　　　　　　　　－－－¶¶－四－教育昔ミ‾→～ミ‾ミ〃－～⇒－－－　　116

．
340

　　　　㎜－㎜－国庫支出金〃・ミーミミ－ミ←　107．966＝W＝←〃－－心㎜－－社会及労働曹　‥－－－一一－－一一－146mク

　　・－－■■県支出金
66．768

‾y－－－－■－－－y－㎜保健衛生費　　V－－一一47
．089

寄附金 20．259
　　　　　　　－－－－¶㎜－．塑業経済費　～Φ”・－－－〃－－〃．184．825

　　　r㎜j－－・㎜＝－i－繰人金 －－－財産費 　－ふふ－－■k－＝皿－－－－i1

．
671

　　　¬r’－’－〃一－繰越金

27．725
　－－－〃－－－－－－－㎜皿皿四〃統計調査費　　　　　　　－－－－－－’281

雑収入 72．903選挙費 ：1．855
市債 140．420公債費 36．061
・－－－i－－－－W－－－　　　　　　　　計

一一一一771．873
一一一一一一－－－－一一‥一一諸支出金

－－－－－　12．099

－－－－

予備費
㎜㎜㎜　　　　　　

－

－－－－
→－＝＝〃－→〃－－●．＝　　　　　　　　　　　

l

〃ミ｀－－－－－Φ－－－－－ミ●　　　　　　　　計
－－－－－－　769．693

7市の1人当たり決算と市税

くjぷ辱嬰）
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37年度市税の収入状況

市

堰

＾＊7＋3！≫，万

市債1人当たり1万円

　

市のいろいろの大きな事業を実施す

るためには、どうしても自己財源だけ

では賄いきれません。57年度は庁舎、

し尿処理、尚徳中学校會等建設のため

1億4千万円という大きい借り入れをし

ております。現在の借り入れ総額は

4億8千885万円で、市民I人当たりの額

にすれば1万85円となっています。

　

市價のふえることは好ましいことで

はありませんが、時代に即応した教育

施設、道路。環境衛生施設等の緊急課

麗事業が控えている当市にとっては、

やむを狗ないことです。

市債の現在高

58上5．1現在

ひ痩ぶ季即了万

1人当たり1万85円

1世帯当たり市税

献詞

幹和1

市税の自然増2千余万円

　

市の財政運営の中心は市税収入であ

り、市のいろいろの仕事に大きな役割

を果たしております。特に57年度にお

いて税制度の一膝改正を行ない、所得

割の税率引き下げと扶養控除の引き上

げによる減脱を行なっているが、高景

気による給り所碍の伸び、豊作による

農業所得、賃金収入の増等が消費ブー

ムをかもし、市民税において］千250万

円。固定賢産税において880万円、その

他あわせて2T（30万円の増となってお

ります。昭和y年度の決算状況は次ぎ

のとおりです。

借入状況

総額1億4千42万円

単位千万円

借入先励

総額4健8千885万円

どのようこ使われたか

　

まず消費的J8SKついてみますと。

令体予算の501で昨年度より4千585万

円の増となっております。これは職貝

の給与改訂による増、物佃i高陪による

物件費が高くなったものです。

　

建設事業に’＝jては。懸案の庁舎8

T－769万円、し尿処理場9T・545万円の

完成をはじめ、土木災害復旧賢6千761

万円、農地関係884万円、林道災害復

｜口費5千99万円等あわせて1億715万円

で、前年に比べて2千475万円の増とな

っております。都市計山事業としては

道路舗装、駅東公園、街路事業等1千

114万川、普通建設事業としては道略

僑梁の新設改良費1千542万円、教育整

備事業として4千895－IJ（うち尚徳巾学

校2T956力円、下庄中学校・若生子小

学校の給食施設、プール建設等あわせ

て1千949万円）であります。良業対策

事業費には、農業講造改善事業1千853

万円。害虫防除費1二F65万円、土地改

良費4r万円、牧野造成袖

助、農場整備費で614万円

となっております。その他

亀山公園等槻光施設整備費

519万円、春日保育所新設

S5S8万円となっています

　

f算の執行にっいでは消

賢的経費は極力おさえ、投

賢的経費の増大を図りつつ

健全財政の絶持に努力した

のであります。

性質別決算

7断ぷそ万

事業別経費

投資的雅貫

　

3痩7そ7ヨ／万『

春日保育所 S7ffa新股

（特別会計）

国民健康保険事業

　

歳入65．518（単位千円）

　

歳出5S．525

被保険者数28，！X〕5

受診平332．S5

1人当たり診療費3．534円

簡易水道事業

歳入2．545
歳出2．SOS

給水人口1万1千433人

水道普及率25％

宅地造成事業

　

歳入22，793

　

歳出30．144

計画面積90』

造成面積25仙
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市有財産8億1千162万（38．5．30現的

印：DE存486刀 け削億1千167万（347紀

中：川630万（四輪8台三輪4か） 建物6億7千980万（80，760逗）

昭和38年度当初予算

　

ことしの圀

小業の促進と工場誘致の栢進々］肘冷

業、農業の経営近代化の促進丿杜会教

育の強化青成4尚徳巾学校等継続事業

の実／血5税負担の軽減を重点施策とし

て、消賞的経賞を抑制してこれら小業

の友成を駄本としております。

歳出の主な概要

　

に防施設の盤備として小型ポンプ2

台、防火水槽2ヵ所、消火栓8ヵ所を新

設する。‘こ木関係は道路や橋の新設改

良、道路補修用グレーダー450万円で

あります。

　

教育費は尚徳中学咬3千645万円、富

川公民館の新設費950万円であります

医畦術生費は簡易水道工事に付する補

助金、ごみ収集車の購人を計画してお

ります。

　

産業経済費のうち斤工費については

中小か業設備近代促進のための経費6

千％8万円、亀由公喇をはじめ観光咄

設整備費412万7千円であります。

　

農業対策費は農業の経営改削

150万円、空中防除費933万円、土地改

良、園芸や畜産の振興等合わせて653

万3不円となっています。林業費は林

道災害復旧費2千922万円、林丿回の開設

哺修費215万円、市有林造成費456万円

等であります。

むすび

　

以上37年唆決算および昭和38年唆］’’

算の慨況を報告しましたが、市財政も

日本経済上回、のテンポに即して拡人を・

余儀なくされ、とくに昭和37年度にお

いては庁舎、し尿処理場、災害復旧等

人きな事業実施のため36年唆に比べて

1億7千400万円（30％）と著しい増加を

みたのでありますが。皆さんのご協力

により巾税徴収率も97ろであり、補助

金、起偵等特定財源の確保によりほぼ

計画どおりの事業実施ができるととも

に、財政的にもどうにか黒字決算をみ

ることができました。

　

しかしながら市の財政も自L財源は

33らであり、67今は他に依存しなけれ

ばならない状況でありますので財政的

には極めて苫しいわけです。

　

昭和38年唆］s算においてもこのよう

な事情を屯服して積極的に明かるくf！モ

みよい理放心市の建設に努ノJしたいと

思います。皆さんにおかれては市政に

人きい関心をもっていただき、なお一

川のご協。勺をお願いいたします。

鰐徳中学校（37年度ト白戊）

38年度予算の状況 靴千円

歳入 歳出

37年 38年1 比較増減 37年 38年 比較増減
巾税 202．868 229．837 26．669

　■－¶－＝皿－←－－－－－議会費

10．611
・→－－一一－・　　13．388－一一－‥－　　　2．777

地方交付税 100，000－－－－－　120．000i－－－－　　20．000
　－・－皿－－－－－－→か㎜㎜㎜市役所費－－－－－－－－　165．840－－－甲㎜　　　98．638－‥一・－一心67．202

財産収入 4．907　　r7－2．607 　　w㎜㎜A2，300
　　　－－・－¶．－〃－J●－←J－－－消防費－＝ W － － － ¶ 皿 － 　 　 　 1 5

．

5 3 8

一一－－－－　19．019
〃－－－●〃㎜㎜　　　　　3

．
481

分担金負担金 551 ％li 410 土木費
‥‥一－　　87．491¶㎜〃㎜■－ふ－－i59

．

774 皿－＝＝W■J－－・－－－凸27．717

使用料手数料 〃－5．453
6．666

－－－－－－－－－－や皿　　　　1

．213 教育費
－4－iWミ　　　81

．
670

＿－＿．＿　

115．327 －・－－－　　33．657

囚軍支出金 82．147 58．650：△23．617
－■■－加－－←－7－－－〃－－－社会労働費

－－－－－　　49．392
■■－■ W I W ¶ 皿 a a i 弔 a 　 　 3 9

．

6 1 1

－一一－－・－－へ9．781

県支出金 26．953 58．007．
心－ W － ・ － ● － 　 　 　 3 1

．

0 5 4 　　　　　　　　　　＝㎜保健衛生費〃－ミ－－ミ－－－－　　　46．630

16．319
一・・－－－△30．311

瀞附金 38．554 55．006 16．452映業経済費 123．975 172．584
－－－　　　48．609

繰越金

－－－－－－－
20．000 10

　a㎜㎜へ19．990 商工
㎜㎜－＝－－－W－－　　52

．
520 －－－－－－　　78．716

－■＝　　26．196

雑収人 50．561 70．782’20．221 農務 46．086 48．399 2．313
　　　　　－－7－－．市債　　　－－－－！22．700

］7．000；
　　－・一一・
∧105，700 農場

－－‥－一一・一一　　　8．724

7．587
　・－．ミ．．△1．137；

計 654．693－－－－　619．526‘
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．
167
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、
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－－－一－－－一一－　　　　　　　　　

　　　1　　　　　　　　　　　　J

－ミ

　－？l－7習曹曹＝財産費 ・＝－←－－←●・ミ－　　　　　1．062
　　－一一

1

．

1 9 2 　

W － w － －

1－－－　　　　　　　
　　130

統計調査費

㎜－W㎜㎜皿－皿－皿．〃－

　　340

－－－－
404 64

選挙費 1．584 836 △748
公債費

一一－－
36．207 42．955 6．748

諸支出金 　33
．
353

㎜㎜㎜㎜←－－－
38．479　5．176

－－－・－
予備費

－－a〃』－－・W・

　1
，
000

㎜■㎜■＝

　　1．000
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計 654．693 619．526△35．167
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